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としょかんの広場 

中央図書館では、令和６年１１月２３日に言語聴覚士の佐藤りえ氏を講師にお招きし講座を開催しました。 

佐藤氏は、長年にわたり市内のひまわり発達相談センターに勤務され、現在も相談業務を続けながら講演

活動をされています。今回は相談歴３０年のご経験から、上記のテーマについてご講演いただきました。 

一般向け講座 

 

ことばのはたらきって？ 

 言葉の働きの主なものとして「伝達の手段」「思考の道具」のほ

かに、「行動調整」の役割があります。私たちが失敗したときに

「ま、いいか」と声にだしてつぶやくことで、気持ちの切り替えや

行動の抑制ができたりするのは、言葉がこの役割をはたしている

からです。 

ことばの前のことば 

 人は生まれてから、声を出して泣く、笑うところから始まり、発音できる音が増え、自分と相手

を意識したコミュニケーションができるようになっていきます。 

ことばが増えてきたころ 

 発音を間違えても指摘したり、言い直しをせず、話の内容を受け止めることが大切です。大人

は子どもの間違えた発音をマネせず、正しい発音で返します。また、吃音については、「ゆっくり

話してごらん」「深呼吸して」などのアドバイスはしないで、時間がかかってもゆっくり話の内容

を聞きます。 

やりとりのヒント 

 大人の基本姿勢は、子どもの様子を静かに見守る・よく観察す

る・深く理解する・表情を全身で感じとる。その上で、「子どものし

ていることをそのまま真似する」「子どもの考えや気持ちをことば

にする」「子どもの言ったことばを広げて返す」「絵で視覚化しなが

ら会話をする」等々、たくさんの手法を紹介していただきました。 

 参加者からは、「子どものことばの発達に悩んでいたが、アプローチの仕方が見えてきて助か

りました」「ことば以外の事についても幅広い内容が含まれていて、たいへん勉強になりました」

といった感想をいただきました。 

 人が学校で学ぶとき、入口として文字で書いてある資料を読み学習し、学んだことを文章化あ

るいは言語化してアウトプットし、このことによって評価されることがほとんどです。 

しかし、ディスレクシア等で、この入口と出口の行為が不得意である人は、その対象が好きで学

ぶ意欲があったとしても学習を続けることに困難が生じてしまいます。 

人それぞれの困りごとについて、本人が何に困っているか、どうしたら困りごと（障がい）を減ら

せるかという視点でとらえることが大切だとわかりました。 

※裏面に講師のおすすめの本が有ります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★編集後記★ 

 今回の講座で吃音についてのお話があ
りました。吃音の子を持つ親として大変勉
強になり、仕事を忘れて聞き入ってしまい
ました。 
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○の付いた日：全館休館日 

△の付いた日：東習志野・新習志野・谷津は図書整理日の 

        ため休館（中央図書館は開館） 

《蔵書点検》 
谷 津 図 書 館 ２月１２日（水）～２月１８日（火） 

日 月 火 水 木 金 土

1

2 ③ 4 5 6 7 8

9 ⑩ 11 12 13 14 15

16 ⑰ 18 19 20 21 22

23 24 ㉕ 26 27 28

令和7年（2025年）2月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 ③ 4 5 6 7 8

9 ⑩ 11 12 13 14 15

16 ⑰ 18 19 20 21 22

23 ㉔ 25 26 27 28 29

30 ㉛

令和7年（2025年）3月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 ⑦ 8 9 10 11 12

13 ⑭ 15 16 17 18 19

20 ㉑ 22 23 24 25 26

27 ㉘ 29 30

令和7年（2025年）4月

図書館カレンダー 

（色の付いた日が休館日です） 

講師のおすすめの本 

『見える会話』 

 

服巻智子／監修  篠

田朋子、納富奈緒子、

服巻智子／著 

ASDヴィレッジ出版 

２０１０年発行 

『発達が気になる子の

感覚統合遊び』 

 

藤原里美／著 

日本文芸社 

２０２４年発行 

ｃ 

文学講座『近代日本の詩と歌詞から考える日本語のリズム』 
「七五調」などの日本語のリズムが詩や歌詞のなかでどのように生き残り、変化してきたのか、日本

近代文学が専門の講師と一緒に考え、リズミカルな日本語の世界を楽しみます。 

【講師】小林洋介氏（千葉大学大学院人文科学研究院准教授） 

【日時】３月１２日・２６日 どちらも午後２時から４時 【会場】中央公民館集会室 

【対象・定員】２日とも参加できる１８歳以上の方４０名 

【申込み】２月１８日（火）から中央公民館へ電話で申し込み（電話：047-455-3517） 

講座のご案内 


